
 

 
「影付きの左右に動く蛇」（2009）： 蛇が左右に動いて見える。今年の干支はネズミであるが、ネズミのデザインがなかったので。 

 



 

 
「渦巻き錯黄」（2019）： この絵は黒・白・青の三色で描かれているが、錯視的な黄色も知覚される。 

 



 

 
「錯視球・ピンク」（2014）： 「球」が動いて見える。 

 



 

 
リッキー（立命館大学総合心理学部のマスコットキャラクター）を用いたオッペル・クント錯視（上）とエビングハウス錯視（下） 

 



 

 
「ガクガク拡大」（2019）： 放射状方向にガクガクして見える。また、パターンが拡大して見える。 

 



 

 
「カフェウォール錯視の廊下」（2014）： 灰色の正方形は垂直・水平に描かれているが、時計回りに傾いて見える。 

 



 

 
「半魚人群」（2019）： 中央のひし形の領域が揺れて見える。  

 



 

 
「タイムトンネルディストーション」（2007）： 4 つの領域がそれぞれ回転して見える。 

 



 

 
「ほつれ錯視」（2019）： 同心円がこんがらがって見える。ポップル錯視（フェーズシフト錯視）の渦巻き錯視の錯視の方向対向版。 

 



 

 
「青く見える電車」（2018）： すべてのピクセルは黄色やオレンジ色の色相であるが、電車の車体は青く見える。青い車体の電車の写真を「肌

色化」変換して作成した画像であり、この錯視は「静脈は青く見える」錯視に相当する。 

 



 
 
 

 

「イチゴの色の恒常性の錯視・RGB のヒストグラム付き」（2019）： イチゴは赤く見えるが、この画像に赤の色相の画素は含まれていない。  

 



 

 
「錯視光療法」（2018）： 放射状パターンの中央部分は周囲の白と同じだが、より明るく見える。 

 


